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ております。７対１の看護体制にすると病院の

中期展望なんかもできてるわけですが、ぜひそ

れを実現するための具体的なアクションを私も

起こしていきたいというふうに思いますし、看

護学校については、重要課題ですので、取り組

んでいきたいと思いますので、よろしくご指導

いただきたいと思います。 

○町田義昭議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 健康課長にお聞かせ願

いたいと思うんですが、来年度は７次の看護師

の需給計画として、国の方で調査が21年度終わ

りますので、22年度にその計画をするんですね。

そこのところで、看護師の需給だけでなくて、

今言ったように学校を設置するにも専任の看護

師が今のところ私、６人だと言ってますが、８

人になるような検討で以前から動いてるように

思うんですね。そこは情報的に何らかのものが

ありますでしょうか。 

○町田義昭議長 中井 晃健康課長。 

○中井 晃健康課長 第７次の見通しにつきまし

ては、現在国の方で協議が行われておりまして、

３月に中間報告が行われるというふうに聞いて

おります。議事録等、一部公表になってるとこ

ろがありまして、やはり看護師不足が全国的に

現在６次の見通しの中で立てた数字以上に生じ

ているということは報告されておりますけれど

も、新しい養成体制等についてはまだ具体的に

出ておりませんので、わかり次第、それを踏ま

えた上でこちらの方としても今後の対応等につ

いて考えていきたいというふうに考えておりま

す。 

○町田義昭議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 ですから今でも専任の

講師を６人を確保するというのは大変だという

ことがわかるんですね。置賜病院でもそういう

ような答えをしてました、６人も大変だと。ま

たハードル高くなったらもっと大変なのかなと

いう感じがあるんですね。やっぱり現場の方の

実態が本当に把握されているのかというのは、

アンケート形式で行われるんですね、この調査

は。それぞれの施設にアンケートを出して、私

もちょっととってみたんですけども、意外と簡

単に書けそうなアンケートなんですよ。 

 これに基づいて調査をして、それで制度設計

をしていくというふうにしているのかもしれま

せんが、やはり学校やなんか不足してるから設

置しようと思ってもすぐできるなんていうとこ

ろはどこもないんですよ。現在の看護学科を持

っていない大学で看護学科のところだけ新設し

ようとする部分は意外と簡単にできるみたいで

すね。もっと言えば、講師陣が簡単に確保でき

そうなところというふうになるんだと思います。 

 そういう意味では、私は大学設置型のもので

なければならないなんて考えていませんし、さ

っき市長が言ったように、高校設置型だって私

はいいと思いますね。山辺の看護学校に置賜の

方から結構行ってるんですよ。私の知り合いの

子供も２人ほど行ってるのを私知ってます。近

くでですからそれぐらいやっぱりニーズがある

んだと思いますね。そういう中で、例えば専門

学校の方がいいだとか高校設置型だとか大学設

置型だとか、何も問いませんよ、私は。少なく

ても、いろんなニーズに合わせてそういうふう

にしていくということの方が望ましいのかなと

いうふうに思っております。 

 時間でありますので、ここの部分については

頭に入れておいていただいて、行動をお願いす

ることにして、質問を終わりたいと思います。 
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○１番 竹田博一議員 本定例会に当たり、通告

しています２点について質問させていただきま

す。 

 今年、長井の観光の目玉であるあやめ公園が

100周年を迎えることは、まことに意義深いも

のがあります。ことしも見事な美しい花を咲か

せてくれることを願いながら、市長並びに商工

観光課長にお伺いいたします。 

 私の家では、少しばかりではございますけど

も、リンゴを栽培しています。そして贈答用と

して全国のお客様より買っていただいておりま

す。そのお客様の中に奈良県在住の人がおりま

すが、私の家に電話をかけてきました。話によ

りますと、昨年、観光バスで長井のあやめ公園

に来られたそうです。さぞかしすばらしいもの

と期待に胸を膨らませて来たそうですが、感想

は、「正直がっかりしました。期待外れで、あ

の程度ならはるばる山形の長井に来なくても見

られると思った」ということであります。その

話を聞いた瞬間、私は石で頭を殴られたようで

した。 

 私は、今まで長井以外のアヤメ祭りを余り見

たことがありませんので、長井のアヤメは日本

一までもいかなくても、それなりの評価は得ら

れると思っておりましたから、とてもショック

でした。観光バスではるばる長井に来られる人

はアヤメの花を見るためだけに来ます。そして

観光客はとても目が肥えています。その話は全

く過小評価ではないはずであります。私は、長

井のアヤメは天下一品のアヤメと言われるよう

にすることが一番大事なことだと考えます。観

光客に十二分に満足していただけるためにアヤ

メの栽培の研究、育成に最大の力を入れるべき

ではないでしょうか。 

 次に、長井牛（べこ）まつりについてお伺い

します。 

 これについては、平成20年３月の定例会の一

般質問で提案させていただきました。このたび

前向きに取り組んでいただき、うれしく思って

いるところです。米沢牛は、松阪牛、神戸牛と

ともに３本の指に数えられる高級ブランド牛で

あります。また、平成20年に平忠勝というサシ

率全国一、枝肉重量３位という質と量を兼ね備

えているスーパー種牛の誕生によって生産者の

大きな期待にこたえられる成果を上げておりま

す。また、最近も景勝21というすばらしい種雄

牛もあらわれ、繁殖農家も期待しているところ

であります。 

 長井市の肥育農家においても、サシの入った

おいしい肉を生産すべく日々研究、努力してお

られます。そして今まで長井からも数多くのチ

ャンピオン牛を産出したことは長井の誇りに思

います。昨年暮れにも、伊佐沢の朝倉幸雄氏が

チャンピオンを獲得しました。努力のたまもの

と思います。 

 しかし、今、畜産農家の現実はまことに厳し

いものがあります。最近、穀物から燃料をつく

るバイオ燃料の関係から国際的にえさ等の価格

が上昇しており、コスト高は免れない状況であ

ります。加えて、ここのところ経済不況で牛肉

の価格が低迷し、前途多難な状況であります。

それでも畜産農家は所得の向上に必死の思いで

取り組んでいるところであります。長井牛まつ

りは、市長が常日ごろ言っておられます消費拡

大、地産地消の面からも大変意義深いものがあ

ると思います。 

 そこで時期については、あやめ公園100周年

記念のアヤメ期間中に実施するのか、また場所

はどこなのかをお伺いします。また、あやめ公

園100周年記念として開催するとしていますが、

この種の事業は継続事業をすることこそが大事

と考えますが、ご所見をお伺いします。 

 次に、３万人復活に関する事業の中の婚活支

援事業について市長にお伺いします。 

 結婚は人生の中で最大の節目であって、だれ

もが望むことであります。ちょっと前までは、
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人によって違いはありますが、20歳から30歳ぐ

らいが適齢期と言われておりましたが、最近は

寿命も延び、適齢期の幅も大幅に広がったよう

な気もいたします。しかし、出会いに恵まれな

かったり、健康上の理由であったり、さまざま

な理由により結婚をしたくてもできずにいる人

は意外と多いのが現実であります。昔は最高の

ボランティアである「お仲人」という人があち

こちにおりました。しかし、今は自分の仕事が

忙しいことや、なるかならないかわからないこ

とにかかわりたくないという理由で大幅に減っ

てしまいました。 

 そこで、このたび婚活支援によって市民の幸

せを願うべく計画したものと思います。事業内

容では、結婚について長井市全体で支援する機

運を醸成することによって活気ある長井市を再

生させ、人口３万人復活を目指す基礎づくりに

資するとあります。市民の幸福と３万人復活を

目指す長井市にとってまことに的を射ている事

業だと思います。ことしは組織づくりとイベン

トを通じた出会いの場の創出を予定するとあり

ますが、具体的な策をお伺いします。 

 また、より効果を上げるためには、近隣の自

治体とともに行うことがよい結果につながると

思いますが、いかがでしょうか。ご所見をお伺

いします。 

 これで壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 竹田博一議員のご質問にお答え

いたします。 

 議員の方からは、大きく２点ほどいただきま

した。 

 まず最初に、あやめ公園100周年記念事業と

いたしまして、あやめ公園はアヤメの花の育成

に最大の力を入れるべきではないかという質問

に、まずお答えをさせていただきたいというふ

うに思います。 

 議員の方からは、具体的に議員が奈良県の方

からそういったがっかりしたという非常にショ

ックなお話をお伺いしたということで、私も管

理者として大変責任を感じております。ちょっ

といろいろ自分の意見も少し時間をいただいて

お話しさせていただきたいと思うんですが、こ

れは奈良のお客様がどういったことを長井のあ

やめ公園に求めておられたのかということによ

って随分実は印象が違ってくるというふうに思

っております。 

 私、30代のころに４年ほどまちづくりとか、

あるいはこういった観光、レジャー、その当時

リゾートという言い方をしていましたけども、

そのプランニングの仕事をしたことがございま

す。若いときですからまだまだ未熟で、とても

とても話にならないんでしょうけども、単純に、

簡単に申し上げますと、例えばあやめ公園とい

う一つの花の公園、テーマパークを考えるとい

う場合に、どういったお客様の層をまず想定す

るかということが一番重要なんですね。ですか

ら例えば、よく国内旅行、そしてこういった東

北に来られるお客様の層は中高年の女性が一番

多い。ですからそれを若者向けの公園にしたら、

そういった方たちがいらっしゃってもなかなか

いい公園だなとは満足してもらえないんです。

ここからスタートすると、ちょっと説教じみて

て恐縮でございますが。 

 ですからどういったことを例えば想定した層

のお客さんが長井のあやめ公園に対して期待す

るのかということを、いわゆるマーケティング

という言葉もありますけども、リサーチをしな

がら考えていくわけです。そしてそのときのあ

やめ公園のイメージをどういうようなものにつ

くり出そうかと、いわゆるこれがコンセプトと

いうやつですね、コンセプトをつくることから

始まるんですね。そしてそのためにはハードの

部分、公園の施設をどういうふうにつくるかと

いうことと、あとソフトですね、特にハード、
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ソフト両面ですぐれているのが、いわゆる簡単

に言えばディズニーランドですよね。お客様に

何度来ても飽きさせないというソフトがあそこ

には十分あるわけです。そういったことなどを

まず考えます。そういった場合、議員のご指摘

のとおり、まずアヤメの花そのものがよくなけ

ればだめだというふうに思っております。 

 ２月にあやめ公園100周年記念の記念事業の

準備委員会というものを市民の皆様にお願いし

て、約50名の方からお集まりいただいていろい

ろ意見交換をしました。その際に、ある委員の

中から、「アヤメの花はもっともっと充実させ

なきゃだめじゃないか」と、「昔はもっともっ

と背丈が高くていい花いっぱい咲いていたぞ」

と、「今あれでは話にならない」というお話あ

りました。これはごもっともで、確かに花はま

だまだ改善しなきゃいけない部分がたくさんあ

ると思います。花そのものと、あと見せ方もあ

るんですね、実は。今ああいう田んぼの稲のよ

うな植え方をしていますから、あらがすごく見

えるんですよ。ところが、私たち子供のときは、

ああいう植え方だけじゃなかったんですね。そ

ういった見せ方もあるし、あと花もある。 

 だけども、私、そのときお答えしたのは、私

も市長にならせていただいてから、実はあめや

サミット、これは職員からもう要らないんじゃ

ないかと言われたんですが、ぜひ私、勉強させ

てくれということで、千葉県の香取市、茨城県

の潮来市、21年度は福島県の会津美里町、この

３つの同じアヤメをシンボルにしている自治体

の花を見てきました。まず、圧倒的にアヤメそ

のものは長井がすぐれてます。もう比較になら

ないです。これは間違いありません。 

 あと、フラワー都市交流ってやってますよね。

残念ながら私はこの３年間で１カ所だけなんで

すよ、行ってきたのは。沖永良部ですね。これ

は沖永良部島に、ユリなんですけども、ユリ園

があるわけじゃないんですよ、町の中にずっと

ユリがあるんです。スイセンは、ちょっと私、

残念ながら見られなかったもんで、これ悔しか

ったんですけど、あと長井でやったもんですか

らわからないんですね。いろんなことを見てみ

たいなとは思ってるんですけども、ですからや

っぱり見せ方、あとコンセプトなんです。それ

がまず基本だというふうに私は思っております。 

 あとは、多分長井のアヤメで私が思うには、

お金がかけられないもんで何とも言いようがな

いんですが、余りにもロケーションが悪過ぎる

んですよ。いわゆるアヤメのイメージというの

は、畑の中のアヤメじゃないんですね。普通の

私たち中高年のイメージというのは非常に日本

的な、例えば水辺に可憐にアヤメが咲いてると

か、あとは櫓船に乗ってアヤメの花を見るとか、

そういう風情がなきゃいけないんですけども、

残念ながら今のあやめ公園は風情がちょっと欠

けてる部分があるかなと。でも恐らく50年、

100年前はすばらしかったんですよ、それでよ

かったんです。ところが、今時代が変わってき

てるということがあると思います。 

 そんなことで、100周年を迎えるに当たって

これから見せ方も含めて施設の整備も考えてい

かなきゃいけないと。残念ながらお金を、例え

ば安かろう悪かろうという意識がここ20年ぐら

いのあやめ公園の管理の中にはあったなという

ふうに私は実は反省してるんです。これを変え

なきゃいけないなと。だけども、なかなかお金

をかけられませんので、それをどういうふうに

カバーしていくかというのが私は基本的な部分

だと思います。 

 商工観光課長の方からは、アヤメ花の育成に

ちょっと重点を置いた答弁いたさせますので、

私の方からは以上にさせていただきたいと思い

ます。 

 次に、長井牛まつりについてでございますが、

継続事業としての考え方はということでござい

ますが、牛まつりについては、販売店などで、
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議員からご指摘ありますように、「長井の牛は

本当に米沢牛ですか」と言われるということな

んですね。でも議員からありましたように、実

は米沢牛の生産頭数においては飯豊町がずば抜

けてますね。あと長井と米沢、実は同率２位ぐ

らいなんですね。 

 米沢牛のチャンピオンの産出頭数、これにつ

いては平成５年から累計で本市が17頭、飯豊町

が19頭、米沢が９頭ということで、飯豊町は飼

育頭数が本市の倍以上でございますので、産出

割合にすると長井市が最高ということになって、

質がすごくいいと、米沢牛の一番いい肉は実は

長井の牛なんだということをやっぱりＰＲした

いなと私は、議員からもご指摘のとおりそんな

ことで。ただし、お金と人が今まではできなか

ったということで、22年は何とかしたいと。た

だ、人は残念ながらいない中なもんですから、

やはり生産者の方あるいはＪＡ全面的にご協力

がないと今回も多分成功しませんし、これから

も継続することは難しいだろうというふうに思

っております。 

 例えば、いろんな生産者の団体ありますね。

こういったお祭りをしてるのが、例えば、もの

づくりのまちだということで製造業の皆さんは

やっぱり工業展みたいなのを地元でもしてくだ

さるわけですよ。あと東京に行ったり仙台行っ

たりと自分たちの努力で見本市を、商談会を開

いてると。あと菓子組合で長井の商工観光課の

方からの支援で、それぞれのお店が協力し合っ

て独自にお祭りをやってくださってるんですね。

あとは麺類飲食組合、これも同じように自分た

ちで何とかもっとお客様を獲得しようというこ

とで、いろんなお祭りに出ていただいたり、あ

るいは新しい商品を開発したり、これは菓子組

合もそうです、やっておられると。ですから私

といたしましては、米沢牛の産出されている農

家の皆さんにも、もちろん違う農業サイドでの

支援はいたしますが、こういったイベントはや

っぱりご本人たちの意欲、これが一番だと。 

 昨年の農協の方の秋の感謝祭ですね、生産者

の方、小関部会長とお会いして、「ぜひやりた

いから協力してほしい」という依頼があったも

んですから、その後、役員の方とちょっと面談

しまして、「自分たちも頑張るからやりたい」

ということでございましたので、「じゃあ、22

年度やりましょう」ということで今回やったと。 

 ちょっとあやめ公園100周年の記念事業とし

ておりますが、これはできるだけあやめ公園と

いうことで、そういったお祭りを盛り上げると

いうこともあるんですが、そのときのやっぱり

みんなで盛り上げようという機運が盛り上がっ

たら、その後もやるべきだと。予算は、そんな

大きい予算はやっぱり病み上がりですから、財

政がよくなったといってもですね。ですからか

けられませんけども、ぜひ生産者の皆さんと市

が一体となってやれればありがたいなというふ

うに思います。 

 開催時期等については、農林課長より答弁さ

せます。 

 最後でございますが、３万人復活に関する事

業でございます。議員の方からもいろいろご意

見がございましたが、竹田議員おっしゃるとお

りだと、私も全く同感でございます。婚活支援

事業を実施するねらいというのは、結婚につい

て長井市全体で支援する機運を醸成するという

ことがまず大事でありまして、活気ある長井市

を再生させ、人口３万人復活という、いわゆる

地域再生の取っかかりにしたいというふうに考

えているところです。 

 平成21年度、山形県では若者は結婚を前向き

にとらえられるよう意識啓発を進められたと。

結婚について社会全体で支援する機運をつくる

ため、やまがた婚活応援事業を立ち上げたとい

うのはご案内のとおりでございます。この組織

には県内のすべての市町村と主な商工会議所、

商工会、ＮＰＯ法人などが参加をしており、県
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全体で支援する方針を確認いたしました。 

 長井市では、平成22年度の予算に組織づくり

とイベント開催関係の予算を計上させていただ

きました。組織づくりでは、仮称でございます

が、「結婚サポーター」というような形で市内

の各界各層から活動を支援するボランティアの

方々を10名から20名、少しふやしたいと私考え

ておりますが、程度ご委嘱申し上げ、出会いの

場の創出や情報収集に取り組んでいただいて、

さらに結婚を社会全体で支援する機運づくりに

活躍をお願いする予定でございます。 

 また、イベントに関しては、まず１つ目は、

パーティー形式あるいはイベント参加型、パー

ティー形式も今まで長井でやってきたのは、夕

方例えば６時ぐらい、仕事終わった皆さんが

三々五々集まってパーティーをして、いろいろ

語らいの中からカップルを見つけるという大体

２時間とか３時間一本勝負ぐらいの形だったん

ですけど、それだけじゃなくて、例えば半日ぐ

らい時間をいただいて午前中の11時ぐらいから

集まって一緒に料理をつくる。料理をつくると

いうのは非常にいいんだそうですね。その後、

まず食事、つくったものを食べて、その後ちょ

っとレクリエーションをして、例えば夕方から

そういったパーティーで最後盛り上がっていろ

いろカップルが生まれるようにすると、これ１

つの例ですけども。 

 あとは、例えばハイキングに行くとか、長井

ダムの上流のトレッキングといいましょうか、

そして今度山からおりてきてついでに山菜をと

ってきたやつを何か山菜鍋とかでやるとか、そ

ういうことをやらなきゃいけないんじゃないか

というふうに思ってます。これは民間のイベン

ト会社、そういった企画会社のアドバイス、共

同企画でやりたいと思ってますし、あとは、フ

ラワー長井線を利用したいろんなイベント。こ

れは白鷹の商工会の青年部でお見合いパーティ

ーをやったそうですけども、長井としては、そ

ういったことももちろんありなんですが、ぜひ

アヤメの時期に、いわゆる６月、ジューンブラ

イドでございますんで、フラワー長井線のトッ

ピングの列車をつくりまして、車内で結婚式を

挙げてもらうと。 

 見せ物扱いじゃないんですが、例えばあやめ

公園のところから見えるんですね、とまってい

ただくと。アピールして、そのときにあやめ公

園にいらっしゃるいろんな観光客も含めた市民

の方の祝福を受けるというような、そういった

ものも話題づくりとして考えているところでご

ざいます。出会いの場が限られてる若い人たち

に少しでも多くの出会いを提供したいと考えて

おります。 

 あと、近隣の自治体との連携については、議

員のお考えのように連携をとって行うべきだと

いうふうに思っております。現在、組織づくり

などに関して近隣の市町と連絡をとり合ってお

ります。例えば南陽市では、平成20年４月にボ

ランティア制による民間団体として結婚推進室

を設立しております。また飯豊町では、町長委

嘱による相談員制度を昭和56年からつくってる

と。川西町では、平成22年度から長井と同じよ

うに結婚相談員制度を再び立ち上げる予定だと

いうことのようです。長井としては、このよう

な動きに呼応して近隣の自治体との情報交換を

密にしていきたいというふうに考えております。 

 ただ、やっぱり一番困るのは、それによって

長井の女性とか男性がほかのところに行ってし

まうというのは、これは何としても避けたいな

というふうに思っておりますので、その辺も考

慮しながら、ぜひ楽しく仲よくなれるような出

会いの場を市としても考えていきたいというふ

うに思います。 

 私の方からは以上でございます。 

○町田義昭議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答え申し上げます。 

 あやめ公園の花の育成についてでございます
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が、平成15年から専門の職員をお願いして栽培

技術の向上に取り組んできてございます。あや

め愛好会あるいは改良普及場あるいは日本花菖

蒲協会等々のご指導を得ながらこれまでやって

きたわけでございますが、近年の状況等を見ま

すと、公園の作業員の努力の成果が確実にあら

われてきているのではないかというふうな感じ

がしてございます。今後とも技術の向上に向け

て取り組んでまいりたいというふうに思ってご

ざいます。 

 また、先ほど市長の方から、栽培技術ととも

に花の見せ方も重要であるというふうなお話が

ありましたですが、ことし22年度につきまして

は、特にこれまでやっておりました一条植えあ

るいは千鳥植えのほかに斜行植えと言ったらい

いでしょうか、斜めに植える、あるいは円形に

植えるというふうなことなどにも取り組みなが

ら、いい花がきれいに見える、あるいは空間的

に楽しいと、そういうふうな配置なども考えて

いきたいというふうに考えてございます。 

 それから、マルチシートについてはどうなん

だろうというふうなご意見等もございます。こ

れにつきましては、沿路から見える部分につい

てはできるだけしないような形で、作業の負荷

等も勘案しながら取り組んでいきたいというふ

うなことで考えてございます。 

 よい花を育てるためには、前の年の花が終わ

ってからの改植作業が重要な状況になります。

改植に当たりましては、いい株を確保するとい

うふうなことのために、改良種については２年

サイクルで改植をしていこうというふうなこと

で考えておりますし、シーズン終了後できるだ

け短期間に、しかも良質の土壌の入れかえをし

ながらというふうなことが重要になります。こ

れに対して可能な限り十分な対応をとっていき

たいというふうに考えてございます。 

 あと、昔と比べまして花の丈が低くなったと

いうふうなお話はたくさん聞くわけでございま

すが、これにつきましては、ハード的な状況も

ございます。沿路が高くなって畑、栽培地が低

くなって、どうしても上から見ざるを得ないと

いうふうな状況の場所もございます。こうした

ハード部分につきましては、今後できるところ

から改善をしていくというふうなことで考えて

いきたいというふうに思ってございます。 

 作業員の方につきましては、一生懸命頑張っ

ていただくわけでございますが、気候の変化あ

るいは予期せぬウイルスあるいは疫病等の発生

等は常にあるわけで、経験と、あるいはデータ

を蓄積しながらさらによりよいものにしていき

たいというふうに考えておりますので、よろし

くお願いをしたいと思います。以上です。 

○町田義昭議長 遠藤正明農林課長。 

○遠藤正明農林課長 お答えいたします。 

 長井牛まつりの開催時期、場所についてはと

いうご質問でございますが、昨年の末ごろから

米沢牛振興部会長井支部の代表者を始め関係者

の皆様と検討を重ねてきているところでござい

ます。検討の経過につきましては、あやめまつ

りの時期に高台もしくは河川敷公園というのと、

それから水まつりの日につつじ公園を会場にと

いうのが有力候補として議論されておりまして、

会場確保の面等を考慮いたしますと、どちらか

というと水まつりの日につつじ公園という方向

が浮上しているところでございます。 

 ただ、最近あやめまつりの時期に開催しても

らいたいというふうなご要望を承っております

ので、再度精査をいたしまして検討を重ねなけ

ればならないと思ったところでございます。 

 なお、実行委員会を早急に組織いたしまして、

最終的にご決定をいただく必要があると思って

いる次第でございます。以上でございます。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 どうもありがとうござい

ました。 

 そこで商工観光課長にお伺いしますけど、全
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国あちこちにアヤメ公園または花ショウブ園が

あるわけでございますが、行かれたことはあり

ますか。そして、もし行ったならば、長井のア

ヤメと比べましてどうでしたか。 

○町田義昭議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 お答えいたします。 

 私が見学あるいは見させていただいたという

のは、香取市、それから毛越寺でございます。

この時期、ちょうどアヤメの時期にお客様等が

あって外に出る機会がなかなかとれないという

ふうな状況がございまして、その２つだけでご

ざいます。 

 その感想でございますが、花を見るというよ

りは全体を見るというふうなことが、例えば香

取市さんあたりですと、そんなふうな印象が強

い感じがいたします。花を一つ一つ見るという

ふうなことではなくて、花あるいは堀、水ある

いはそこの付近の池、そういったふうなものが

一番最初に目に入ってくるというのがどうも他

の公園の全体のイメージだなというふうに感じ

ております。花を一つ一つきちんと見るという

ふうなことから考えますと、私は長井のあやめ

公園というのは、そういった見方に対しては、

ある意味ではいいものを持っているというふう

な感じを持ってございます。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 さっき市長から層によっ

て見る目が違うというお話がありましたけど、

そうじゃなくて、万民のお客様にすばらしいな

と言われるようなあやめ公園にするべきだと私

は思うのであります。そして、アヤメの育成に

力を入れるのは基本中の基本である、そしてま

た、それじゃあ、私のお客様が間違ってという

か、過小評価したのかなとも思えないので、そ

こは少しはやっぱりあんまり自信過剰にならな

いで、しっかりアヤメの育成に力を入れるべき

だというふうに思います。幾ら最高にしても切

りがないんですね、アヤメの品物をよくすると

いうのはもう切りがないというか、天井がない

というか、最高の努力をしていただきたいとい

うふうに思いますけども、その点はどうですか。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 自信過剰になってるわけではありません。た

だ、アヤメの花そのものはもっともっとよくし

なければならないというふうに思いますが、例

えば大きく違うところ、アヤメの違うところは

植えかえをしなきゃいけなんです。こういうふ

うにしてやったやつをずっとそのままではだめ

なんですよね。株分けして植えかえをしなきゃ

いけない。なおかつ土も入れかえしなきゃいけ

ない。ですから非常にお金のかかる公園だとい

うことなんですね。 

 例えばあやめ公園の予算の、それこそ査定の

段階、市長復活でも私いろいろ職員とも財政と

も議論いたしましたけども、担当課はアヤメの

土をもっと入れたい、入れかえしたいから350

万円ぐらい要求するわけですね。ところが、財

政の方では、まだ長井はそこまですぐにはでき

ないから我慢してほしいということで、200万

円とかにせざるを得ない。そういったことをし

ながら、本当に現場の作業員も含めてみんなで

アヤメをこういうふうによくしてきたんですよ

ね。ですからそれがもうこれで十分だなんて全

く思っておりません。ただし、アヤメの花その

ものということもあるんですけど、見る層によ

って違うと。 

 ですから私言ったのは、ちょっと誤解があっ

たようなんですが、竹田議員のお客様を決して

非難してるわけじゃないんです。そのお客様は

どういうものをアヤメに対して求められていら

っしゃったのかと。それに対して残念ながら長

井のアヤメは求めるものが違ったということな

んです。去年のアヤメの時期に私が何回かやっ

ぱり時間があったら回りたいと、できるだけお

客様に声をかけていろいろ意見をお伺いしたり
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するようにしてます。 

 こういうお客様がいらっしゃったんです、去

年。50代ぐらいの女性の方と80歳ぐらいのお年

を召した男性、おじいちゃんがいらっしゃった。

その方に声をかけたら「東京から来ました」と。

「いや、実は長井のアヤメというのは昔からう

ちの父親が来たかったんだ」と。大学の植物学

が専攻の先生だったということをおっしゃいま

したけども、いろいろ聞いてたけど、すばらし

いと、長井のアヤメは。その方はアヤメの花に

関心があるんですよ。いろんな種類があって、

500種、これ100万本というのは日本一なんです

よ、まさしく。ところが、観光客を集める数で

は日本一じゃないんですよね。そんなことから

多分、竹田議員のお客様は、どういうことを求

められてたのか、ちょっとそこがミスマッチな

んだろうなというふうに思いました。 

 あと、議員からありましたように、万民が満

足する公園というのは、もちろん市の公園です

からこれを目指さなきゃいけない。ただ、近年、

子供たちがあやめ公園に見向きもしないという

のはわかりますよね。それは自分の子供のとき

から考えればわかるんですよ。アヤメの花を見

るんじゃないんですよ、写生大会で確かに見て、

「ああ、きれいだな」って小学校のときは写生

大会に連れてこられるのうれしかったです、学

校で。だけども、ついでに品定めするわけです

よ、あっ、ここにこういう例えばサーカスがあ

る、お化け屋敷がある、ここの出店にこういう

のがあると。そうすると、うちに帰って父親と

か母親に頼むわけですね、今度連れてってくだ

さいと。それはアヤメの花が見たいからだとい

うことでなくて、そっちの方を期待してるわけ

です。 

 ところが、今、何で子供たち来ないかという

と、そういった満足するものがないんですよ。

だけども、これをしたくてもいろんな課題があ

る。例えば高台。よく市民の皆様からおしかり

を受けました。高台あんなふうにして台なしに

してしまったと。出店とかサーカスとか見せ物

をやってるのが楽しみだったんだよね、しかも

辰巳の方向で一番南東の入り口をふさいで何事

だと、北から入れるなんてとんでもないと。何

億円かけたから知りませんけど、７億円、８億

円かけて台なしにしたというふうにおっしゃっ

てますよ。だけども、その当時はそれがいいと

いうことで議会も判断してああいう工事をなさ

ったわけですから、それはそれで私はよしとし

なきゃいけないと。ただ、これからどうするか

といったときに、一朝一夕ではいかないと。お

金もかかるし、いろんな努力をしないと残念な

がら万民が、市民の皆さんがすばらしいという

公園になるには、まだまだ時間かかるというふ

うに思ってます。 

 ですから私は、そこを危機感を持たせなきゃ

いけない。まず市の職員、観光協会、あと、あ

やめ公園にかかわっているすべての人、危機感

持ってないですよ、今までは。でも700円にし

たことによってすごく言われるわけですよ、あ

と自分たちも、700円もらっていいんだべか。

それと同じなんですね。結局、昭和の60年代か

ら500円なんですよ、実は。ですからそれを700

円に上げられないというのは、悪かろう安かろ

う。そういうものじゃないんだというふうに私

は思います。 

 少し長くなって恐縮です。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 前は、商工観光課長から

も説明ありましたが、道路が低かったんですが、

今は若干高くなっているんで、もう上から見お

ろすような形で見なくちゃならないと。やっぱ

り昔から花は下から見るもんだと、私はそうい

うふうに教えられました。あそこを下げるとい

うのは大変でしょうが、それはちょっと不可能

というか、大変お金かかることで、そこまでは

いかなくてもアヤメの育成に力を入れて今後も
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やっていただきたいなというふうに思います。 

 次に、牛まつりについて農林課長にお伺いし

ます。 

 時期は、水まつりにつつじ公園でするとか、

何かちょっとねじれているような気がするんで

すけどね。つつじ公園にするんならつつじまつ

りのときにする、それから水まつりにするんな

ら水まつりの会場でする、アヤメのあれでする

ならあやめ公園でするというような、わかりや

すいやり方の方がいいと思うんです。 

 そしてまた、水まつりのときにつつじ公園で

するというのは、ちょっと理解できなんですけ

ど。お祭りですから、やっぱりあんなだれもい

ない、ツツジも咲いてないところで小じんまり

とするのは何かちょっとお祭りめかないという

か、ＰＲにならないというか、おかしい考えだ

なあというふうに思うんです。そこのところは

どうですか。 

○町田義昭議長 遠藤正明農林課長。 

○遠藤正明農林課長 お答えいたします。 

 牛まつりにつきまして、かなり昔開催した経

過があるようでありますけれども、大分時間が

経過しておりまして、ノウハウが途切れている

というようなことがありますが、全力を挙げて

取り組んでまいりたいと思っております。 

 先ほどのつつじ公園での開催の問題でありま

すけれども、やはり水まつりの会場ですと、昼

からずっと会場がさまざまなイベントで使われ

ているというようなことがございまして、つつ

じ公園ですと、すばらしいロケーションの中で、

それこそ風情のある場所でできるというような

ことがございまして、そういった案が出てきた

ところでございます。 

 なお、いろいろご意見を承りまして、精査を

重ねてまいりたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 そこのところを慎重にご

検討いただきまして、水まつりなら水まつり会

場、そして売店も利用するというような趣旨で、

アヤメ期間中にするならあやめ公園、そして売

店を利用するというような趣旨で今後検討して

いただきたいなというふうに思います。 

 それから、第３番目の３万人復活に関する事

業について市長にお伺いします。 

 今、昔は男は肉食系、それから女は草食系な

んて言われましたけど、何か今の男性はだんだ

んと草食系になって、そのかわり女の人が肉食

系になってるというようなことが言われており

ますけど、さっき市長の答弁で、パーティー式

とか料理を一緒につくるとかハイキングとか、

いろんな例を挙げていただきましたけども、ど

うしても女の人は自尊心が強いというか、そう

いうところに出席する人が少ないというふうに

思うんです。男の人ばっかりいて、女の人ぽろ

ぽろでは効果が上がらないわけで、女の人もた

くさん出席してもらうには、どのようなことを

したら出席してもらえるかなというふうなこと

をお伺いします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今回、婚活事業の、やはり市の職員だけでは

なかなか今の若い人たちのニーズといいますか、

希望しているようなものをとらえることがちょ

っと難しいのかなというふうに思って、山形市

内のイベント企画とか広告代理店をなさってる

会社の方にちょっと相談しました。そうしまし

たところ、いろんな事例を紹介してくださいま

した。 

 １つ、東根市の事例を申し上げますと、空港

でパーティーやるんだそうです。それだけであ

んまり何もこれといったことをやらなくても人

が集まるんだそうですね。ただ、東根市内の人

ということで限定してませんので、いろんなと

ころから集まっていらっしゃるということなん

ですよね。いわゆる空港という山形に住む人間
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にとっては何か空港からすぐ、空港の中でやる

だけですよ、みんなで飛行機に乗るわけじゃな

いんですが、そこだけで集まると。そういった

いわゆる感覚、フィーリング、フィーリングと

いう言葉自体もちょっと今、死語なのかもしれ

ませんけども、そういった感性的なものが必要

なんだろうなというふうに思ってます。 

 長井の場合は、具体的に結婚の相談のサポー

ターみたいな方、これは10名で予算は考えてお

りますが、私はできるだけ多い方がいいという

ふうに思ってます。企業回りでやっぱりお願い

してもらうしかないんですね、そういう人たち

にも、ぜひ企業内の独身の女性に参加してほし

いと。もちろん男性もということでね。あとは

結婚相談員でそういう人たちに何とかして声を

かけていただくと。 

 あと、イベントの中身は魅力あるものじゃな

いと多分集まらないだろうというふうに思いま

すので、そこのところをいろいろ考えていかな

きゃいけないと思います。竹田議員の方からも

そういった独身の女性とかに声をかけていただ

いて、ぜひ参加しろということで、お力添えい

ただければ大変ありがたいと思います。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 最後の質問になると思い

ますけども、４日の日にいただいた資料があり

ます。長井市婚活支援事業（仮称）となってあ

りますけど、22年度は252万2,000円で縁組数が

５とかって、それから23年は163万2,000円で予

想縁組数が７とか、それから24年度は93万

2,000円で10組とかってありますけど、だんだ

んと22、23、24になっていくに従って予算が少

なくなっていくと。その割には縁組数がだんだ

んとまとまっていく数が余計になっていくとい

うような資料でありますけど、これはどういう

ことですか、説明いただきたいなというふうに

思います。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 総合計画の実施計画ということで上げており

ますが、いわゆるイベント型でいろんな取り組

みを市でするのではなくて、相談員、サポータ

ーといいますか、そういった方々の地道な活動

が、22年度は初年度ですからなかなか時間かか

ると思うんですが、定着しないと思うんですが、

２年、３年と定着してネットワークが構築でき

ると。やっぱりネットワークがないんですね、

情報が。それが２年、３年たつとある程度整備

できるということで、予算の方をある程度削減

しても、実績は上がるというよりも上げたいと

いう希望系の実施計画で上げさせていただいた

ところでございます。以上でございます。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 これで質問を終わります。

ありがとうございました。 

○町田義昭議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午前１１時５７分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○町田義昭議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 大沼 久議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位７番、議席番号11番、大沼 

久議員。 

  （11番大沼 久議員登壇） 

○１１番 大沼 久議員 地方分権一括法の施行

以来、市議会に対する風圧を感じ、議会の活性


